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一
=輔
彎じギー・環境から

=レ
クトロニクス議で―

電気は, もつとも使いやすいエ

ネルギーです。
電気エネルギーをコントロール

することは,ま た,環境問題解決
のためのキーポイントです。

平成19年度入学者

から,卒業すれば電
気主1任技術者になる

資格が得られるよう
になり|ま したも

雉蝠褥
自■.趣

少人数の繰返し学習で

着実に伸びる学生の力

教育課程

|の特徴|

自動車をつくる際には,機械部品
よりも電子部品のほうが金額がかか

る時代です。電気電子技術は, 自動
車の燃費向上や快適走行に大きく貢

献しています。

賣 成果を発表。  贅 卒業研究で夏に極めよう′最
「エンジニア」って  後の締仕上if。 卒業研究発表会。
力1っこいい′      自信あι勝すっ′
(4年生)         (5年 生)

携帯電話はエレク ト
ロニクスの芸術品です。

最新技術がふんだんに

使われ,今なお進化を
止めません。

学生実験 ☆ 創造性育成型学生実験鸞 卒業研究賣

実施 1～ 5年生の毎週一回 5年生のほぼ毎日

概要

4人程度のグループで ,
毎週スタッフの下でテヽ

マに取組み, レポー ト
で報告。

同じテーマに lヶ 月以上取組み ,

問題点は学生の自由な発想で解
決する。 1, 2, 4年 と繰 り返
し実施。

学生ごとのテーマに 1年間
かけて取組み,学内発表し,
卒業論文を提出。

効果
多彩な 「技術力Jを身
につける。

「独創性J,「 自主性Jの向上。 総合的研究能力の向上c
「技術力J,「独創性 J
「自主性」を伸ばす。

グループワークによる課題の解決方法を学ぶ

賣 電気を楽しく′

LEGOCM)を使った
導入教育
(1年生)

贅 自分で考え,自分
でelJろう′

紙コッ7スピーカの例
(2年生 )

☆ 見て確かめ,考え
て納得 ′

工学実験
(3年生)
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私は現在の電気電子工学科の前身で
ある電気工学科に 1969年に入学し、
1974年 に卒業しました。親元を離れ寮
生活を送ることに憧れと不安が同居し
ていたことが非
常に懐かしい思
い出として蘇り
ます。
中学生低学年
のころ友人の影
響で真空管式ラ
ジオを組み立て
たりしていたこ

とが、電気技術者になりたいとの夢・
希望となり、|●れが高1専を志した最大
の理由です。

||■
■■■■‐|高専でぃさ|ま|ざま|な事を学びました。

霧環雰尋票雪1薇1冬撃Fり;ばェ
こ滝警鷲撃示1墟基た冨零象言言月香
詈奮雫な臭単彗譲ビ誓弩発展涯E:10
嚢だ皇串卜3を習2香タケじT濯重電
璽お皇堂とを貫〔ξ「韮究皇努を彙房
肩鬼撃商露雹霧電尭薫襲慕Z樺界|:彙
辱皇警れま争fれ
重要な部署で活躍し

非喜言え急留艦3義た晃黒襲薦茫燕彙
「言艦聟憤留認ittkt季「

を身に付

(鱚 抒
電舎継電器部長瀬尾 三郎

15歳で寮生活という特別な環境に飛び込み ,

専門的な勉強をしている高専生に憧れてこの学校
に来ることを決めました。
電気電子工学科は文字通
り,電気について学ぶ学科
です。現代の私たちの生活

象を色ι毒11与1翁事考鐙蕩警藁3モきど〔えF尋
に,4年生め

'BLで

は,グル■プの仲間と協力して
ラジオを設計・製作することで,学んできた知識
が自分の力になっていると実感しました。今は卒
業研究中心なので, 自分が興味あることに集中し
て取り組んでいます。
5年生片桐瑞穂 (静岡市立清水第二中学校出身)

今から20年以上前に沼津高専電気工学科に
|

入学し、大変、先生方を困らせた悪ガキでした
が、1989年 に無事卒業し、 (豊橋技術科学大学
に進学、大学院を1996年 に修 rし ました。その
後、東京大学・大学院工学系研究科電気電子工

学専攻・助手、同大学院新領域創成科学研究科
先端エネルギ専攻・助手、衆議院議員 (前国上
交通省大臣政務官)政策担当秘書を経て、)現
在は静岡大学・イノベーション共同研究センター
で未踏技術開発部門長としてマイクロプラズマ

を利用した空気の殺菌、脱臭、ツト気ガス浄化の
研究や衆議院での経験を生かして産学官連携を
推進する仕事に携わって
います。産学官連携の果
実の一つとして、昨年、
研究成果を大学発ベン

チャーとして展開し、大
学教員・企業経営者とし
て二足のわらじを履きな
がらがんばっています。
高専での寮生活、部活
動 (水泳部)な どの経験
から素晴らしい人間関係を作り、青春時代をい
わゆる受験勉強漬けの生活で送らないでこられ
た事は高専のメリットだと実感しています。OB
の皆さんは大学以外にも様々な企業で、活躍し
ていますが、卒業後の進路は就職だけでなく、
現在では専攻科、大学院への進学など専門分野
で自らの力を磨くチャンスはいくらでもあると
思います。それには高専時代の基礎的勉強が役
に立っている事は間違いありません。ぜひ高専
という選択肢も視野に入れて将来の道を切り開
いて下さい。
静岡大学 イノベーション共同研究センター未踏技
術開発部門長・准教授  博士(工学 )、 LLP(有限
責任事業組合)マイクロプラズマ

代表組合員清水 ―男 (第 23期卒業)

私は電気工学科 (現在の電気電子
工学科)を 1996年 に卒業し、日本アイ・
ビー・エムヘ就職しました。現在は
Windows、 Unixを ベースとしたサーバー

のシステム設計、構築サービスをお客
様へ提供する仕事をしています。
高専では電気
工学の基礎とな
る電気回路を重
点に学習し、加
えて電子工学、|

情報処理、通信
工学、機械工学
など私たちの書

常生活から欠く
ことのできない

丞讐言i‐FI[ま:2量え―‐1:息:]
へ入学できた|と

'=本

当によかったと
思つていますも●ま|た私にとらて初め
て親元を離れての寮生活、幅広い年代
と共に練習に励んだ部活動も私にとっ
てはとてもいい経験でした。
この機会に高専に興味を持たれた方
は、是非、高専に入学して、貴重な経
験を体験していただければと思います。
日本アイ・ビー・エム株式会社
前田直子(第 30期卒業)

私は,子供のこ
味を持っていて ,

ら「やりたいこ

とが決まってい |

るなら早くから |

専門の勉強をし |

たはう力ヽ いヽ」 |

とア ドバイスさ ‐

れて電気電子工 |

学科入学を決め |

ました。    :
学生実験では

専F目的な電気の

勉強が学べます。
実験レポー トは自分で考え,調べ ,

わからないところは先生やクラスメー

トに相談して書きます。毎週の実験
で自分に知識がついていくと実感で
きると思います。
3年生大野哲平 (焼津市立豊田中学
校 出身)

私は,中学校 3年生の時に,一 日
体験入学で発表をしていた研究を見
て,面 白そうだと思い,電気電子工
学科をこころざしました。
入学してみ
ると,学生実
験のはんだづ

けは最初は難
しかつたけオし 1
ど, さまざま

な物をグルー

プで作るうち
に,だんだん
上達していっ

て,次第に楽
しめるように

なり,ま た回路のしくみも少しずつ
わかるようになりました。

1年生 森谷鴻平 (沼津市立今沢中学
校出身)

ろかし電気に興
中学の時先生か

琴
=



就 職 先(専攻科を含む)
就職先・年度 H15 H16 H17 H18 H19 合計

矢崎総業 1 1
つ
０ 5

関東自動車 2 2 4

自営 2 2 4

小糸製作所 1 2 4

森永製菓 1 2 1 4

東京電力 1 1 1 1 4

日本たばこ産業 1 1 1 1 4

明電ソフトウェア 1 2 1 4

」R東海 1 1 3

N‐

「

ファシリティーズ 1 1 1 3

セコム 1 1 3

ヤクルト 2 1 3

リコー 1 1 1 3

中部電力 1 1 1 3

」R貨物 1 1 2

ジャトコ 1 1 2

パイオニア 1 1 2

パナソニック1丁S 1 1 2

ヒップ 2 2

王子製紙 2 2

豊田合成 1 1 2

明治乳業 1 1 2

明電舎 1 1 2

その他(各社1名 ) 7 10 5 10 6 38
△
口 計 21 18 25 23 20 107

進 学 先
進学先・年度 H15 H16 H17 H18 H19 合計

沼津高専専攻科
つ
０ 4 4 5 2 18

東京高専専攻科 1 1

豊橋技術科学大学 つ
０ 3 2 3 2 つ

０

静岡大学 1
つ
０ 2 1 7

長岡技術科学大学 3 1 2 7

東京農工大学 2 2 5

名古屋大学 1 1 2 1 5

筑波大学 1 1
つ
０

東京大学 1 1
つ
０

横浜国立大学 1 1
つ
０

千葉大学 2 2

京都大学 1 1 2

福島大学 1

群馬大学 1

埼玉大学 1

東京海洋大学 1 1

電気通信大学 1 1

富山大学 1 1

金沢大学 1

山梨大学 1 1

信州大学 1

三重大学 1

大阪大学 1 1

神戸大学 1 1

奈良女子大学 1 1

島根大学 1

岡山大学 1 1

熊本大学 1 1

琉球大学 1 1

首都大学東京 1 1
つ
０

愛知県立大学 1 1

名古屋市立大学 1 1

姫路工業大学 1 1

立命館大学 1 1 1 2 2 7

京都造形芸術大学 1 1

関西大学 1 1

静岡産業技術専門学校 1 1

計
△
口 18 21 20 20 23 102

進路の概要

●就職、進学各約 5害」

●就職

o求人数
2007年度約 600社
o幅広い就職先
電気電子系、公共企業、非電気系

●進学 (複数の大学が受験可能 )

o高専専攻科
o国公立大学t私立大学 (工学部中心 )

沼津1高専電気電子工学科ホ■ムバ■ジ
l httpl//WWWldoⅢКIIIい |´||1110こ jl/1

連絡先■‐■■|‐■■■■■■■■■|

学科長11高橋ITEL 0551926158113


